
ポータル画面

IoTデータ収集サービス
パブリッククラウド技術を活用したシンプルなIoT環境

さまざまな分野のIoT・センシングに必要な収集・蓄積・可視化機能をご提供
データ利活用の入り口(ゲートウェイ)となる

3つの機能をクラウド上に構築・整備

ニーズに合わせてAWS*2、Azure*3の
それぞれに対応

クラウド

※1: AWSの場合、3省2ガイドライン※4、AWSベストプラクティス、Center for Internet Security(CIS)ベンチマーク、
Azureの場合、Microsoftクラウドセキュリティベンチマーク(MCSB)、Azureセキュリティベストプラクティス

※2:Amazon Web Services
※3:Microsoft Azure
※4:厚生労働省、総務省、経済産業省の3省が定めた2つのガイドライン: 「医療情報システム安全管理関連ガイドライン」「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全管理ガイドライン」。

IoTデバイスの
基本情報を表示

個々のデータ項目
ごとにグラフ化

範囲指定で
絞り込み

稼働データのしきい値判定
によるアラートを一覧表示

アラート発生に対する
対処状態を表示

接続しているIoTデバイス
を一覧表示

クリックすると個々の
デバイスの情報を

詳細表示

デバイス詳細確認画面

IoT・センシングした
計測データを表示

IoT・センシングデータを
受信する環境を提供

装置からのデータ収集を
開発生産性の高い手段
で実現

収集したデータを
蓄積する環境を提供

オートスケーリング対応に
より運用・メンテナンス
コストを削減

データ利活用する前段階
のシンプルな可視化画面
を提供

しきい値判定アラート
機能を装備

データ利活用のために
データを取り出すREST 
APIを提供

スモールスタート時は
シンプルな可視化で、
本格運用の際はAPI
利用して業務アプリIoTデータ収集サービス

Simple IoT Gateway

収集 蓄積 可視化 活用

パブリッククラウド/プライベートクラウドを
活用したシンプルなIoT環境をご提供

クラウド利用における各種ガイドライン※1

に対応した強固なセキュリティ対策済
の環境をご提供

アラート発生時に
メール送信



商品のお問い合わせはこちらまで

デジタルトランスフォーメーション推進部
iot-platform_support@hitachi-systems.com

お客さまのAWS環境、またはAzure環境にIoTに必要な機能・設定をデリバリー
パブリッククラウドを活用することでIoT環境を整備することができますが、その場合、クラウドサービスのさまざまな機能
を組み合わせてデータの収集から可視化まで、設計・設定・確認が必要です。セキュリティや性能の考慮も必要です。
本サービスを利用すると、IoTを始めるにあたっての一連の機能をパブリッククラウド上に構築・整備することができます。
その際に、可視化のためのアプリケーション実装や強固なセキュリティ設定など、すべての機能を自動デプロイしますの
で、簡単・スピーディにIoT・センシングを始めることができます。
クラウドはお客さまがすでにご契約済みの場合はお持ちの環境に構築します。まだの場合は当社でご提供可能です。
オプションサービスとして、運用保守を便利にするログ管理・監査サポートサービスもご用意しています。

株式会社日立システムズ
公共・社会事業グループ 社会情報サービス事業部
社会システム第一本部 デジタルトランスフォーメーション推進部
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① デリバリーされるアーキテクチャ

② 各種セキュリティ実装
 AWSの場合、AWSベストプラクティス、CISベンチマーク等に対応した設定

基盤部分は、医療情報を扱うシステム向けの3省2ガイドラインの要件に対応した設定
 Azureの場合、Microsoftクラウドセキュリティベンチマーク(MCSB)、Azureセキュリティベストプラクティス等の対応した設定

食品輸送・保管時の温度・湿度を見える化し品質を担保

クラウド

食品を保管する冷蔵庫の温度管理を
人手による点検ではなく遠隔で実現
HACCPの義務化を規定した

食品衛生法へ対応
仲買・小売、流通から保管・販売

まで多くの人手を必要と
する管理方法
を均一化

生鮮食品品質の担保

温度・湿度管理の均一化

遠隔地の可視化

CO2や温度・湿度を測定しオフィス環境改善と混雑度を可視化

クラウド

快適空間 3密回避

定期的な巡視点検が必要な設備をIoT化して、業務を
効率的かつ正確に推進

施設全体のエネルギー消費量を可視化し、最適化

クラウド

機器を遠隔で監視し、工場設備の稼働最適化や故障予兆 建物内の機器、緑化パネルなどの設備を遠隔監視

トラブルの迅速な対応

故障の予兆を掴み対処

オフィスや商業施設の
環境をモニタリング
快適な空調コントロール
を実現

新型コロナ対策として
3密状況の発生を
検知し通報

設備のコントローラやHMIの
ログをクラウドに送信

ネットワーク接続していない設備機器を
モバイル通信により遠隔監視

稼働ログのデータを蓄積し、故障発生時の
傾向分析に活用

遠隔地で利用されている製品の
"使われ方"を把握

トラブル時のログを遠隔で把握し、保守員
駆けつけ時の対処方法や交換部品選定に活用

クラウド

土壌センサ
温湿度センサ
日射センサ

給水ポンプ

緑化パネル

建物設備

空調設備
給水ポンプ

温湿度センサ

配電設備

装置やセンサーの状態を把握するお客さまの個々のご要件に応じ、さまざまな対応が可能です。

収集 蓄積 可視化

コンテナアプリ

クラウドネイティブ
PaaS/IaaSインフラ

 クラウド環境に展開される機能・設定(AWSの場合)
 収集・蓄積・可視化 コンテナアプリ

 IoT接続（IoT Core, Kinesiss DataStream / IoT Hub, IoT Hub DPS, Event Hub）

 通信暗号化（HTTPS, MQTT over WebSocket）

 ユーザ認証
 Firewall（WAF/FrontDoor+WAF）

 ロードバランサ（ALB/AzureLB）

 コンテナ基盤（Kubernetes, EKS/AKS）
 データベース（DynamoDB/CosmosDB)

 各種セキュリティ設定

他

これらのアーキテクチャは、CloudFormation/Terraform (コード化)＋APIで
自動化され、短時間で環境構築することができます

コンテナ・DevOps構築サービス

GWBC
(オプション)

ログ管理・監査
サポートサービス

クラウドネイティ
ブ監視サービス

モバイル接続
サービス

・・・

etc.自動
デプロイ


